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遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
小
金
井
桜
へ
の
思
い
を
保
全

活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
３
団
体
に

よ
り
衰
弱
・
枯
死
さ
れ
て
い
る
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
今
、

地
域
を
挙
げ
て
保
全
に
力
を
注
ぐ

必
要
が
あ
る
。
�
小
金
井
桜
の
歴

史
と
文
化
を
再
確
認
し
、
そ
の
保

護
の
た
め
に
東
京
都
と
更
な
る
連

携
を
。
�
桜
の
保
護
、
育
成
を
共

有
す
る
た
め
に
桜
サ
ポ
ー
タ
ー
制

の
提
案
。
�
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
所

に
小
金
井
桜
を
植
樹
し
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

�
更
に
東
京
都
、

関
係
市
、
市
民
団
体
と
連
携
を
深

め
た
い
。
�
市
民
参
加
を
図
る
点

か
ら
も
参
考
に
な
る
制
度
で
関
係

課
と
も
協
議
を
し
た
い
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
再
開
発
等
、

一
定
の
空
間
が
あ
る
所
に
つ
い
て

小
金
井
桜
を
守
り

小
金
井
桜
を
守
り

育
て
て
い
く
た
め
に

育
て
て
い
く
た
め
に

は
検
討
で
き
る
。

　

市
長　

�
ま
さ
に
小
金
井
の
シ

ン
ボ
ル
な
の
で
、
そ
う
い
う
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
。
小
金
井
千
本

桜
を
守
っ
て
い
く
の
が
次
の
世
代

に
対
す
る
我
々
の
役
目
で
あ
る
。

　

�
�
貫
井
南
セ
ン
タ
ー
に
飲
み

物
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
�
�
市
内

各
所
で
地
域
の
お
茶
の
間
構
想
を
。

　

教
育
部
次
長　

�
今
後
研
究
し

て
み
た
い
。
�
他
市
の
状
況
な
ど

も
見
て
検
討
し
た
い
。

■
他
に
�
市
内
中
学
生
の
職
場
体

験
教
室
の
今
後
の
方
向
性
。
�
商

工
会
へ
協
力
体
制
の
充
実
を
質
問
。

二枚橋焼却場

東
小
金
井
駅
北
口

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
問
う

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

事
業
で
は
、
来
年
４
月
に
仮
換
地

案
の
第
１
次
個
別
説
明
会
の
開
催

が
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
上

が
っ
て
い
る
。
土
地
区
画
整
理
事

業
に
は
、
根
強
い
反
対
の
声
が
あ

る
。
本
来
買
収
方
式
な
ど
で
駅
周

辺
の
整
備
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
地
権
者
の
納
得
と
合
意
を
得

て
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

�
小
宅
地
に
対
す
る
清
算
金
に
つ

い
て
は
、
緩
和
措
置
と
と
も
に
清

算
金
ゼ
ロ
に
す
る
努
力
を
。
�
個

別
説
明
会
は
徹
底
し
た
情
報
公
開

を
行
う
べ
き
。

　

区
画
整
理
課
長　

�
清
算
金
の

緩
和
策
は
検
討
作
業
中
で
具
体
的

に
な
っ
た
ら
説
明
す
る
。
�
権
利

者
に
は
、
仮
換
地
案
の
す
べ
て
を

見
せ
る
。
そ
の
他
の
方
は
個
人
情

報
に
係
る
部
分
は
見
せ
ら
れ
な
い

と
考
え
る
。

　

�
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
�
新
予
防
給
付
に
な
る

こ
と
で
の
影
響
は
。
�
利
用
料
軽

減
の
拡
充
を
。
�
報
酬
単
価
の
見

直
し
等
意
見
を
上
げ
る
べ
き
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
車
い
す
、

特
殊
寝
台
が
使
え
な
く
な
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
低
所
得
で

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
重
度
の

方
を
対
象
に
来
年
度
か
ら
実
施
し

た
い
。
�
実
情
を
国
に
報
告
し
、

そ
の
問
題
も
お
願
い
し
て
い
く
。

次
世
代
育
成
の
た
め
に

次
世
代
育
成
の
た
め
に

異
世
代
交
流
の
推
進
を

異
世
代
交
流
の
推
進
を

は
、
体
験
を
豊
富
に
共
有
し
、
多

様
な
価
値
観
を
学
び
、
異
な
る
立

場
の
人
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
機

運
が
高
ま
る
と
期
待
す
る
。
た
だ

現
状
は
難
し
く
、
年
代
別
の
講
座

が
大
半
で
あ
り
、
新
し
い
課
題
と

す
る
。
必
要
性
は
十
分
あ
る
。
�

こ
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
会
議
を
開
催

し
、
予
算
等
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。
�
ど
う
い
う
形
で
取
組
が
で

き
る
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
限
り
な
く
ご
み

ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
の
市
の
考
え

方
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

子
ど
も
の
「
育
ち
」
を
支
援
す

る
た
め
に
「
異
世
代
交
流
」
の
場

づ
く
り
を
提
案
す
る
。
�「
遊
び
」

を
通
し
た
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え

る
た
め
の
異
世
代
交
流
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
る
か
。
�
予
算
を

薄
く
広
く
使
う
よ
り
、
子
ど
も
関

連
事
業
を
絞
り
、
一
定
規
模
の
予

算
を
確
保
し
て
事
業
を
充
実
さ
せ

る
方
が
市
民
の
利
益
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。「
の
び
ゆ
く
こ
ど
も

プ
ラ
ン
」
の
交
流
の
場
事
業
の
市

民
の
活
動
を
支
援
し
な
い
か
。
�

公
民
館
が
主
体
で
、
生
涯
学
習
課
、

子
育
て
支
援
課
、
児
童
青
少
年
課

も
一
緒
に
、
異
世
代
交
流
を
目
的

に
、
継
続
で
き
る
事
業
と
し
て
講

座
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

�
異
世
代
交
流

前
提
が
崩
れ
た
以
上
、　

年
後
の

１０

問
題
も
、
建
設
予
定
地
も
何
を
建

設
す
る
か
も
白
紙
に
し
、
対
等
平

等
で
国
分
寺
市
と
交
渉
せ
よ
。

　

市
長　

�
小
金
井
市
国
分
寺
市

お
互
い
に
共
同
処
理
は
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
今
は
お
互
い
ど
う
い
う

知
恵
を
働
か
せ
る
か
と
い
う
段
階
。

温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
。
�
国

分
寺
市
が
３
分
の
１
し
か
燃
や
さ

な
い
で　

年
後
小
金
井
市
が
全
量

１０

と
い
う
話
に
は
と
う
て
い
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
新
焼
却
場
の
場
所

は
小
金
井
市
が
申
し
入
れ
た
内
容

で
あ
る
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

市
長
は
「
二
枚
橋
解
散
後
は
国

分
寺
市
に
小
金
井
の
ご
み
を
全
量

焼
却
し
て
も
ら
い
、　

年
後
に
新

１０

焼
却
施
設
を
共
同
で
建
設
す
る
が
、

そ
の
建
設
予
定
地
は
二
枚
橋
の
跡

地
を
含
め
小
金
井
市
が
責
任
を
持

っ
て
確
保
す
る
」
と
い
う
内
容
で

国
分
寺
市
と
交
渉
中
と
説
明
し
て

き
た
。
�
し
か
し
、
国
分
寺
市
の

担
当
者
は
昨
年
６
月
に
小
金
井
市

か
ら
の
ご
み
は
日
量　

ト
ン
し
か

３０

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
、
正
式
な

場
所
で
発
言
し
た
。
ま
た
、
今
年

５
月
１
日
に
正
式
に
全
量
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
回
答
も
来
て
い
る
。

年
間
可
燃
ご
み
量
の
３
分
の
１
し

か
国
分
寺
市
で
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
な
ら
、
処
分
で
き
な
い
小
金
井

市
の
ご
み
は
ど
う
す
る
の
か
。
�

国
分
寺
市
と
の
ご
み
共
同

国
分
寺
市
と
の
ご
み
共
同

処
理
は
対
等
に
交
渉
を

処
理
は
対
等
に
交
渉
を

桜の名所玉川上水

もしもの時のＤＶ相談カード

Ｄ
Ｖ
防
止
、
被
害
者
保
護
の

Ｄ
Ｖ
防
止
、
被
害
者
保
護
の

見
直
し
・
充
実
を

見
直
し
・
充
実
を

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
）
被
害
者
は
女
性
の
３
人
に
１

人
、
半
数
は
誰
に
も
相
談
し
て
い

な
い
と
の
内
閣
府
の
調
査
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
２
０
０
４
年
Ｄ
Ｖ

法
改
正
で
は
、
市
の
責
務
に
被
害

者
の
自
立
支
援
が
加
わ
り
、
被
害

者
の
国
籍
や
在
留
資
格
、
障
害
の

有
無
を
問
わ
な
い
人
権
の
尊
重
が

課
さ
れ
た
。
３
月
発
表
の
東
京
都

配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
を
受

け
て
市
も
取
組
の
見
直
し
・
充
実

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�
早
期

発
見
、
二
次
被
害
防
止
の
職
員
研

修
。
�
児
童
虐
待
も
含
む
子
ど
も

の
ケ
ア
。
�
庁
内
で
の
連
携
。
�

施
策
全
体
の
見
直
し
。

　

総
務
部
長　

�
他
市
先
進
例
を

参
考
に
都
と
連
携
し
早
急
に
検
討
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
Ｄ
Ｖ
目

撃
も
心
理
的
な
虐
待
。
児
童
相
談

所
に
通
告
し
個
々
に
援
助
。

　

教
育
部
長　

�
教
職
員
の
早
期

発
見
、
通
告
義
務
を
徹
底
。
関
係

機
関
と
連
携
し
て
ケ
ア
に
対
応
。

　

広
報
広
聴
課
長　

�
重
要
関
連

課
と
年
１
回
情
報
交
換
。
連
携
図

を
明
文
化
し
た
。
�
課
長
職
等
に

よ
る
行
政
連
絡
会
議
で
検
討
。

　

�
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
に
つ

い
て
。
�
策
定
時
期
。
�
都
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
反
映
。

　

環
境
政
策
課
長　

�　

月
頃
。

１１

�
計
画
に
盛
り
込
む
。

学
校
給
食
の
民
間
委
託
は

学
校
給
食
の
民
間
委
託
は

慎
重
な
手
続
き
で

慎
重
な
手
続
き
で

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

小
金
井
の
給
食
の
質
を
損
な
わ

な
い
た
め
に
、
民
間
委
託
に
移
行

す
る
に
当
た
っ
て
、
�
説
明
会
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
説
明
会
で
は

な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
市
民

説
明
会
と
い
う
表
題
で
開
催
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
�
業
者
の
選
定

委
員
会
は
市
の
内
部
で
済
ま
せ
る

の
で
な
く
、
公
募
委
員
を
含
め
た

第
三
者
委
員
会
と
し
て
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
�
民
間
委

託
を
検
証
し
今
後
の
学
校
給
食
全

体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
、
校

長
・
保
護
者
・
学
識
経
験
者
・
栄

養
士
・
調
理
員
・
公
募
市
民
に
よ

る「
学
校
給
食
あ
り
か
た
検
討
会
」

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�

検
討
の
結
果
と
し
て
直
営
の
ほ
う

が
優
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
が
出

れ
ば
、
残
り
の
学
校
を
直
営
の
ま

ま
残
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
見

解
は
。

　

教
育
部
長　

�
対
象
は
保
護
者

の
方
と
考
え
て
い
る
。
�
公
募
の

委
員
で
な
く
庁
内
で
や
り
た
い
。

�
学
校
長
・
教
育
委
員
会
事
務
局
・

栄
養
士
・
調
理
員
で
構
成
す
る「
学

校
給
食
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」

に
よ
り
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

�
２
校
委
託
す
れ
ば
、

そ
の
後
市
民
か
ら
も
議
会
か
ら
も
、

早
く
残
り
の
３
校
や
れ
と
い
う
回

答
が
い
た
だ
け
る
と
い
う
自
信
を

持
っ
て
や
っ
て
い
る
。


